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平山 斉氏は、平成 16 年 3 月長崎大学大学院工学研究科電気電子工学専攻修士課程を修了し、
引き続き、同年 4 月長崎大学大学院生産科学研究科に入学し、現在に至っている。 
同氏は、入学以降、主として新型リニアモータの動作特性解析やその特性改善に関する研究に従
事し、その成果を基に学位論文「半波整流自励方式リニア同期モータに関する研究」を完成させ、
参考論文として、印刷公表論文 12 編（うち審査付き論文 1 件、審査付国際会議のプロシーディン
グ３件）、印刷公表予定論文 1 編を付して長崎大学大学院生産科学研究科教授会に博士（工学）の学
位を申請した。 








 まず第 2 章では，半波整流励磁を応用した本 LSM の構成および動作原理を述べ、試作したリニ










第 6 章では、本 LSM の制御法として、定推力領域における最大推力/電流制御、高速領域では弱め
界磁制御に加え、新たに最大推力/電圧制御を採用することを提案している。新たに最大推力/電圧制
御を適用することで、従来から用いられている弱め界磁制御法のみの場合に比べて大幅に出力範囲
を拡大できることを明らかにしている。 
 以上，本研究は，半波整流自励方式を応用した新しい自励式かつ可変界磁形の新型リニアモータ
を提案し、その基礎特性を明らかにするとともに、特性改善のための非対称構造可動子の提案や出
力範囲拡大のための新たな制御法等を提案したものである。 
 以上のように、本論文は、電気・電子・情報分野の発展に貢献すること大であり、博士（工学）
の学位に値するものと判断した。 
 
 
